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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和1年7月25日(2019.7.25)

【公開番号】特開2019-22684(P2019-22684A)
【公開日】平成31年2月14日(2019.2.14)
【年通号数】公開・登録公報2019-006
【出願番号】特願2018-173242(P2018-173242)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｃ  19/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｃ   19/06     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和1年6月21日(2019.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外面にう蝕領域を有する歯を治療するシステムであって、
　流体を保持するようなサイズおよび形状であるチャンバを有する流体プラットフォーム
であって、前記チャンバが前記歯の前記外面に対して少なくとも部分的に封止されたとき
に前記チャンバが前記歯の前記外面において前記う蝕領域に隣接して密封空間を画定する
ように、前記チャンバが、前記う蝕領域にわたって前記歯の外面と相互作用しかつ前記外
面に対して少なくとも部分的に封止するように構成されている、流体プラットフォームと
、
　前記チャンバ内かつ前記歯の外側で前記う蝕領域の近くに配置されるように構成された
先端を有し、かつ流体に前記う蝕領域を除去せしめる著しい出力の圧力波を生成するよう
に構成された圧力波発生器と、
を具備し、
　生成された前記圧力波が、広帯域出力スペクトル及び複数の周波数を有し、
　前記広帯域出力スペクトルが、１Ｈｚから１００ｋＨｚの範囲の周波数において前記う
蝕領域を除去せしめる著しい出力を含み、
　前記広帯域出力スペクトルが、１ｋＨｚにおいて第１の出力を有し、１００ｋＨｚにお
いて第２の出力を有し、
　前記第１の出力が前記第２の出力よりも大きい、システム。
【請求項２】
　前記圧力波発生器が、前記流体に、前記チャンバに実質的に流体が充填されたときに前
記う蝕領域を洗浄するのに十分な圧力波を発生させるように構成されている、請求項１に
記載のシステム。
【請求項３】
　前記流体プラットフォームが、前記チャンバを備えるキャップと、前記キャップを前記
歯に封止するように構成されたシールとを備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記キャップが、少なくとも２つの隣接する歯に結合されるように構成されている、請
求項３に記載のシステム。
【請求項５】
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　前記圧力波発生器が、液体ジェット装置またはレーザを含む、請求項１に記載のシステ
ム。
【請求項６】
　前記圧力波発生器が、前記液体ジェット装置を含む、請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記流体プラットフォームが、前記チャンバから流体を除去するように構成された出口
を備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記流体プラットフォームが、流体を前記チャンバに送達するように構成された入口を
備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記流体プラットフォームが、前記チャンバ内に保持される前記流体の圧力を少なくと
も部分的に調整するように構成された通気孔を備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記複数の周波数が、少なくとも１つの連続した周波数範囲を含む、請求項１に記載の
システム。
【請求項１１】
　先端を有し前記圧力波発生器を支持するハンドピースをさらに具備する、請求項１に記
載のシステム。
【請求項１２】
　前記圧力波発生器の少なくとも一部が、前記ハンドピースの前記先端に配置されている
、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記流体プラットフォームが、前記ハンドピースの前記先端と相互作用するように構成
されている、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記流体プラットフォームが、前記ハンドピースに結合されるように構成されている、
請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記広帯域出力スペクトルが、１００ｋＨｚより大きい周波数において著しい出力を含
む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記広帯域出力スペクトルが、１００ｋＨｚより大きい帯域幅を有し、前記帯域幅が、
３デシベルの帯域幅に関して測定可能である、請求項１に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記流体プラットフォームが、前記チャンバを備えるキャップと、前記キャップを前記
歯に封止するように構成されたシールと、を備え、
　前記キャップが、少なくとも２つの隣接する歯に結合されるように構成されている、請
求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記流体プラットフォームが、前記チャンバに保持された前記流体の圧力を少なくとも
部分的に調整するように構成された通気孔を有する、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１９】
　１Ｈｚから１００ｋＨｚの範囲の周波数における前記著しい出力が、全周波数にわたっ
て総出力の１０％を超える量の出力を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記流体プラットフォームが、前記チャンバを備えるキャップと、前記キャップを前記
歯に封止するように構成されたシールと、を備え、
　前記キャップが、少なくとも２つの隣接する歯に結合されるように構成されている、請
求項１９に記載のシステム。
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【請求項２１】
　前記流体プラットフォームが、前記チャンバに保持された前記流体の圧力を少なくとも
部分的に調整するように構成された通気孔を有する、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２２】
　１Ｈｚから１００ｋＨｚの範囲の周波数における前記著しい出力が、全周波数にわたっ
て総出力の２５％を超える量の出力を含む、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２３】
　１Ｈｚから１００ｋＨｚの範囲の周波数における前記著しい出力が、全周波数にわたっ
て総出力の３５％を超える量の出力を含む、請求項２２に記載のシステム。
【請求項２４】
　１Ｈｚから１００ｋＨｚの範囲の周波数における前記著しい出力が、全周波数にわたっ
て総出力の５０％を超える量の出力を含む、請求項２３に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記広帯域出力スペクトル及び複数の周波数が、前記う蝕領域から腐食物質を実質的に
除去するように前記腐食物質と健康な物質との間の結合を破壊するのに十分な出力を含む
、請求項１に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記流体プラットフォームが、前記チャンバを備えるキャップと、前記キャップを前記
歯に封止するように構成されたシールと、を備え、
　前記キャップが、少なくとも２つの隣接する歯に結合されるように構成されている、請
求項２５に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記流体プラットフォームが、前記チャンバに保持された前記流体の圧力を少なくとも
部分的に調整するように構成された通気孔を有する、請求項２５に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記液体ジェット装置が、液体ジェットを伝播するチャネルを有するガイドチューブを
備え、
　前記ガイドチューブが、前記チャンバ内に配置される、請求項６に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記ガイドチューブの先端部分に、前記液体ジェットが突き当たる衝突面をさらに具備
する、請求項２８に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記ガイドチューブの先端部分に、偏向された液体が前記ガイドチューブから出て前記
歯の周囲環境と相互作用するのを可能にする１つまたは複数の開口部をさらに具備する、
請求項２９に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記液体ジェット装置が、液体を加圧して液体ジェットを形成するオリフィスを備える
、請求項６に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記液体ジェットが、前記チャンバに保持された前記流体を通過して、前記チャンバ内
に前記圧力波を発生させかつ流体運動を生成する表面にぶつかる方向に向かうように、前
記オリフィスが配向される、請求項３１に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記圧力波発生器が、前記レーザを備え、
　前記レーザが、電磁エネルギーを発生する電磁源と、前記電磁エネルギーを伝播する光
ファイバと、を含み、
　前記光ファイバが、前記電磁エネルギーを前記チャンバに保持された前記流体に送達す
る先端を含む、請求項５に記載のシステム。
【請求項３４】
　前記広帯域出力スペクトルが、約１ｋＨｚから約５００ｋＨｚの範囲の帯域幅を有し、
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前記帯域幅が、３デシベルの帯域幅に関して測定可能である、請求項１に記載のシステム
。
【請求項３５】
　前記広帯域出力スペクトルが、約１０ｋＨｚから約１００ｋＨｚの範囲の帯域幅を有し
、前記帯域幅が、３デシベルの帯域幅に関して測定可能である、請求項１に記載のシステ
ム。
【請求項３６】
　前記チャンバに保持された前記流体が、脱気液を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項３７】
　外面にう蝕領域を有する歯を治療する方法であって、
　前記歯の前記外面の前記う蝕領域の上にキャップをあてがうステップであって、前記キ
ャップがチャンバを備える、ステップと、
　前記チャンバが前記歯の前記外面に対して少なくとも部分的に封止されたときに前記チ
ャンバが前記歯の前記外面において前記う蝕領域に隣接して密封空間を画定するように、
前記歯の前記外面に対して前記キャップの少なくとも一部を封止するステップと、
　前記チャンバに流体を少なくとも部分的に充填するステップと、
　前記チャンバ内に圧力波発生器の少なくとも一部を、前記圧力波発生器の先端が前記チ
ャンバ内の流体に浸漬され、かつ前記歯の外側で前記う蝕領域の近くに位置するように、
位置決めするステップと、
　広帯域出力スペクトル及び複数の周波数を有する圧力波を生成すべく前記チャンバ内で
前記圧力波発生器を作動させるステップであって、前記圧力波が、前記歯の前記う蝕領域
を除去せしめる著しい出力を有し、前記広帯域出力スペクトルが、１Ｈｚから１００ｋＨ
ｚの範囲の周波数において前記う蝕領域を除去せしめる著しい出力を有する、ステップと
、
を含み、
　前記広帯域出力スペクトルが、１ｋＨｚにおいて第１の出力を有し、１００ｋＨｚにお
いて第２の出力を有し、
　前記第１の出力が前記第２の出力よりも大きい、方法。
【請求項３８】
　前記チャンバを少なくとも部分的に充填するステップが、前記チャンバに流体を実質的
に充填することを含む、請求項３７に記載の方法。
【請求項３９】
　前記キャップをあてがうステップが、前記歯の前記う蝕領域が前記チャンバ内にあるよ
うに前記キャップを前記歯に取り付けることを含む、請求項３７に記載の方法。
【請求項４０】
　前記キャップをあてがうステップが、前記歯の前記う蝕領域が前記チャンバに隣接する
ように前記キャップを前記歯に取り付けることを含む、請求項３７に記載の方法。
【請求項４１】
　前記キャップをあてがうステップが、２つの隣接する歯の上面に前記キャップを取り付
けることを含み、前記キャップを封止するステップが、前記２つの隣接する歯の間にシー
ラントを塗布することを含む、請求項３７に記載の方法。
【請求項４２】
　前記歯の前記う蝕領域を洗浄した後に前記歯を修復するステップをさらに含む、請求項
３７に記載の方法。
【請求項４３】
　前記圧力波発生器を作動させるステップが、液体ジェット装置を作動させることを含む
、請求項３７に記載の方法。
【請求項４４】
　歯の外面のう蝕領域を洗浄する方法であって、前記う蝕領域が少なくとも部分的に２つ
の隣接する歯の間の空間に配置されており、前記方法が、
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　前記歯の前記う蝕領域の上にキャップをあてがうステップであって、前記キャップがチ
ャンバを備える、ステップと、
　前記チャンバが前記歯の前記外面に対して少なくとも部分的に封止されたときに前記チ
ャンバが前記歯の前記外面において前記う蝕領域に隣接して密封空間を画定するように、
前記歯の前記外面に対して前記キャップの少なくとも一部を封止するステップと、
　前記チャンバに流体を少なくとも部分的に充填するステップと、
　前記チャンバ内に圧力波発生器の少なくとも一部を、前記圧力波発生器の先端が前記チ
ャンバ内の流体に浸漬され、かつ前記歯の外側で前記う蝕領域の近くに位置するように、
位置決めするステップと、
　広帯域出力スペクトル及び複数の周波数を有する圧力波を、前記チャンバ内の前記流体
に伝播させるステップであって、前記圧力波が、前記歯の前記う蝕領域を除去せしめる著
しい出力を有する、ステップと、
を含み、
　前記広帯域出力スペクトルが、１Ｈｚから１００ｋＨｚの範囲の周波数において前記う
蝕領域を除去せしめる著しい出力を有し、
　前記広帯域出力スペクトルが、１Ｈｚにおいて第１の出力を有し、１００ｋＨｚにおい
て第２の出力を有し、
　前記第１の出力が前記第２の出力よりも大きい、方法。
【請求項４５】
　前記２つの歯の間の前記空間の外側で前記圧力波を発生させるステップをさらに含む、
請求項４４に記載の方法。
【請求項４６】
　前記チャンバに流体を少なくとも部分的に充填するステップが、前記チャンバに脱気液
を少なくとも部分的に充填することを含む、請求項４４に記載の方法。
【請求項４７】
　前記う蝕領域の全体が、前記２つの歯の間に配置されている、請求項４４に記載の方法
。
【請求項４８】
　前記キャップの前記チャンバに流体を保持するステップをさらに含む、請求項４４に記
載の方法。
【請求項４９】
　歯の外面におけるう蝕領域を洗浄するシステムであって、前記う蝕領域が少なくとも部
分的に２つの隣接する歯の間の空間に配置されており、前記システムが、
　前記空間内に少なくとも部分的に流体を保持するように構成された流体保持器であって
、流体保持器が前記歯の前記外面に対して少なくとも部分的に封止されたときに前記歯の
前記外面において前記う蝕領域に隣接して密封空間を画定するチャンバを有する、流体保
持器と、
　前記歯の間の前記空間内の流体に圧力波を伝播させて前記う蝕領域を除去するように構
成された圧力波発生器であって、前記チャンバ内かつ前記歯の外側で前記う蝕領域の近く
に位置するように構成された先端を有し、かつ前記流体内に前記う蝕領域を除去せしめる
著しい出力の圧力波を生成するように構成された圧力波発生器と、
を具備し、
　前記圧力波発生器が、さらに、広帯域出力スペクトル及び複数の周波数を有する圧力波
を生成するように構成され、
　前記広帯域出力スペクトルが、１Ｈｚから１００ｋＨｚの範囲の周波数において前記う
蝕領域を除去せしめる著しい出力のエネルギーを含み、
　前記広帯域出力スペクトルが、１ｋＨｚにおいて第１の出力を有し、１００ｋＨｚにお
いて第２の出力を有し、
　前記第１の出力が前記第２の出力よりも大きい、システム。
【請求項５０】
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　前記圧力波発生器が、前記空間の外側に配置されるように構成された、請求項４９に記
載のシステム。
【請求項５１】
　前記圧力波発生器が、前記空間の外側に前記圧力波を発生させるように構成された、請
求項５０に記載のシステム。
【請求項５２】
　前記う蝕領域の全体が、前記２つの歯の間に配置されている、請求項４９に記載のシス
テム。
【請求項５３】
　前記流体が、脱気液を含む、請求項４９に記載のシステム。
【請求項５４】
　前記広帯域出力スペクトルが、１００ｋＨｚより大きい周波数において著しい出力を含
む、請求項４９に記載のシステム。
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